
第１１８回 広島数理解析セミナー （２００８年度）

Hiroshima Mathematical Analysis Seminar No.118

日時 ： ５月２３日（金）１５：３０～１８：００

場所 ： 広島大学理学部 Ｂ７０７　

今回は２件の講演です．

１５：３０～１６：３０

講師 ： 山田　哲也 氏 （広島大学）

題目 ： 空間無限遠方である減衰条件を満足する走化性方程式の解の高次漸近展開

　

要旨 ： 走化性による細胞性粘菌の集合体形成を記述する数学モデルの初期値問題に関

する大域解の時間無限大における挙動について議論する．

(KS)

⎧⎪⎪⎨⎪⎪⎩
ut = uxx − (uvx)x, x ∈ Rn, t > 0,
vt = vxx − v + u, x ∈ Rn, t > 0,
u(x, 0) = u0(x), v(x, 0) = v0(x), x ∈ Rn.

特に，本講演では空間無限遠方である減衰条件を満足する時間大域解の高次漸

近展開に関して最近得られた結果を報告する．大域解の高次漸近展開に関し

て，その漸近展開の次数と熱核の時空に関する Taylor の公式を用いて積分方

程式の非線形項を展開した時に現れる係数の well-defined 性は密接な関係があ

る．そこで本講演では今まで得られている先行研究に触れた後，その関係に焦

点を絞って話をする予定である．



１７：００～１８：００

講師 ： 柘植　直樹 氏 （広島工業大学）

題目 ： 重力項のある圧縮性オイラー方程式の球対称解について

　

要旨 ： 本講演では，非粘性圧縮性気体の運動を表す圧縮性オイラー方程式の重力項の

ある場合の球対称解について考える．これは，星の周りの気体の運動を表す．

　この問題は時間局所解の存在は知られているが，時間大域解の存在は知られ

ていない．この問題を困難にしているのは，近似解の有界評価である．そこで，

まず何が本質的に問題であるかを議論し，次にその解決方策を述べる．

　また，この方法は球対称解だけでなく，ダクト流（断面が変化する管の流れ）

にも応用ができる．時間があれば，その事にも触れたい．
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